
砥部町スクールガード・リーダー設置要綱 

平成２２年５月２５日 

教育委員会告示第１５号 

（趣旨） 

第１条 この告示は、砥部町スクールガード・リーダー（以下「スクールガー

ド・リーダー」という。）の設置に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（設置) 

第２条 学校及び通学路における事件、事故等が大きな問題となっている状況

を踏まえ、子どもたちが安心して教育を受けられるよう、地域と連携し、地

域のボランティアを活用するなど地域社会全体で学校安全に取り組む体制を

整備し、学校の安全体制を確立するため、砥部町教育委員会（以下「教育委

員会」という。）にスクールガード・リーダーを置く。 

（職務） 

第３条 スクールガード・リーダーは、次に掲げる職務を行う。 

 ⑴ 教育委員会が指定する区域内の学校の定期的な巡回指導 

 ⑵ 学校内の防犯対策（事故発生時の緊急対応、地域や関係機関との連携

等）に関する指導及び助言 

 ⑶ スクールガード・ボランティアへの指導及び助言 

 ⑷ 不審者対応訓練等における児童生徒への指導及び助言 

 ⑸ その他学校安全対策全般に関する指導及び助言 

（委嘱） 

第４条 スクールガード・リーダーは、次に掲げる要件を備える者の中から教

育委員会が委嘱する。 

 ⑴ 学校教育及び学校安全、学校と地域の関係、その他学校を取り巻く環境

について理解があること。 

 ⑵ 防犯に関する専門的な知識及び経験を有していること。 

 ⑶ 人格が適切で、人材を指導する能力を有すること。 

 ⑷ 健康状態、勤務の形態、その他の事情により、委嘱期間を通して職務を

遂行することが妨げられないこと。 

 ⑸ 前各号に掲げるもののほか、教育委員会が特に必要と認める要件を備え

ていること。 

（定数） 

第５条 スクールガード・リーダーの定数は２人以内とする。 

（任期） 

第６条 スクールガード・リーダーの任期は、委嘱の日から当該年度の３月３

１日までとし、再任を妨げない。 

（解任） 



第７条 スクールガード・リーダーが第４条各号の要件を備えなくなった場合

又は次条の規定に違反した場合は、教育委員会は、その任期中であっても、

これを解任することができる。 

（服務） 

第８条 スクールガード・リーダーは、その職務の遂行にあたり、教育委員会

の指揮監督を受けるものとする。 

２ スクールガード・リーダーは、その職及び学校の信用を傷つけ、又は不名

誉となるような行為をしてはならない。 

３ スクールガード・リーダーは、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはなら

ない。その職を退いた後も、また同様とする。 

（研修） 

第９条 スクールガード・リーダーは、その職務を遂行するために、自ら研鑽

し、必要な知識及び技能の修得に努めなければならない。 

（委任） 

第 10条 この告示に定めるもののほか必要な事項は、教育委員会が別に定め

る。 

附 則 

 この告示は、公表の日から施行する。 

附 則（平成３１年３月２９日教育委員会告示第１０号） 

 この告示は、平成３１年４月１日から施行する。 

 


